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海外での活動
】964年3月:ニューヨーク州立大学医学部に留学(1年フケ打)この閻、主として U S Aお
よびカナダにおける大学、研究所を劼問するとともに、各種国際会議、国内会議に出席。ま
た1965年、帰国前約40H問、 UK、イタリー、プランス、西ドイツ、オーストリア、スィス、
デソマークなどの大学、研究所を劼闇。
1977年9月:アバディーンで開催され九国際脂質生化学会に発表のため、スコッ 1'ラγドを
訪闇。この1深、 UKおよびフランス、チェコスロメキア、オーストリア、ノルウエー、スエー
デン、西ドイツの大学、研究所を討"胡。
1979午5乃:小ノルルでで開催された日米合同徴生物学会に発表のためハワイを訪問、予定
してした「甲状腺ガソ発生と食物との関係」調杏の打ち介せを行う。
197那下6 打:ト戸ントで開催された国際牛オヒ学会で発表のため、カナダを訪問。この際, U
SAの大学、研究所劼間。
ラノで開佐された角際脂質生化学会、及び脂質代謝関連薬に関する国際ンγ1980年5月
ガンウムて発表のナCめ、イタリーを劼問。この際、フランス、スウエーデン、オーストリフ、
チェコスロバキアの大学、研究所を訪問。
1980年]0打.ジ_ヤカルタで開催されナCフジア栄養学会議に発表のためインドネシアを訪問、
このとき、 J A I CAと文部名の後撥で、ボゴール人学でインドネシア.日本合同の栄盡問
題に僕W'るゾンポジウムを行。た(芦田淳、井上五郎、桐山悠八、吉田昭、五島孜郎教授な
どと・ーミ昔)。
]981年8月:サンジよコで国際栄養学会議で発表のためUSAを訪問。こ0斗祭しくっかの人
研究所を劼闇するとともに、メキシコでインデ'オの栄養調査に従出中の泉谷希光敦授i、、ノー
に合流、討議する。
]98】年9 ナ1:ポストンで開催された I L S I (1nternational Lite science lnstitute)の栄養
学専門家会議に出1帛のため, USAを訪問、その柵途、ハワイのぐウィ宮,で「甲状腺ガン発
生と食物との関係」を追求tるためのマーケゞ1、調吉を行0た。
1982年.4月:ロントンで制催された I L S 1 の栄鑁学専門家会議に出席のため, UKを訪問、
さ巧にツランフ＼プインランド、ハンガリーの大学、研究所を訪1瑚一とるとともに、ハンカ'リ
農科大学で共祠研究の打ち合せを行0た。
]983午 5 乃:ロンドンでバントテン酸に関するa伎演会に"号lh苗演を行らため招かれてUKを
劼1剖。またミラノてへ气,ト求ルブイリソ誘遵体を用Vた癌の光冶療に関するノンポシウムに
出席のためイタリプをがj問。この際プランフ＼ハンカリーの大学、研究所を訪1剖し、ハノカ
リー農科人学ては待d義元素に関する共同研究のためのディスカッシ,ンを行り光。
]983年9月: 1、ウールーズで1}倒崔された国際脂質1ξ化学会に発支するためフランスを、また
ダゾリンて開催された国際食品工業学会に出席のためアイルラソドへ、またハンガリー農科
大学でば共同研究所のための打ち合せのためハンガリーを訪問Lた。さらにへルシンキ大学
の栄養学教室との共1司研究の可能性を探るためフバンランドを訪問L、討議を行0た。
1984午6月:プグペストで開催された国際微量元支シソポジウムに発表のためハンカ田一を
劼問。この際フランス、フィソラγドの大学、研究所を訪n打。
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1 9 8 5 年 1 打 : ニ ュ ー ヨ ー ク で う ま 味 国 際 シ ン 飛 ジ ウ ム の 打 ち 合 せ の た め U S A を 訪 問 。
1 9 8 3 年 4 月 : り シ ン ト ン で 開 催 さ れ た 日 米 ジ ゛ イ ソ ト 皮 膚 1 十 学 学 会 に 招 待 発 表 の た め U  S A
を 訪 問 。
1 9 8 5 年 5 月 : ソ ウ ル で 開 催 さ れ た 韓 国 油 化 学 会 で 特 別 講 演 に 招 待 さ れ 斡 国 を 訪 問 。 こ の 際 ソ
ウ ル の 大 学 、 研 究 所 を 訪 1 1 打 。
] 9 舗 年 8 目 : ブ ラ イ ト ン で 開 催 さ れ た 国 際 栄 養 学 会 で 発 表 の た め 、  U K を 訪 問 。 こ の 際 フ ラ
ン ス 、 オ ー ス ト リ ア 、 ハ ン ガ リ ー の 大 学 、 研 究 所 を 訪 問 。
1 9 8 5 年 1 0 月 : ハ ワ イ で 開 催 さ れ た 国 際 う ま 昧 シ ン 求 ジ ウ ノ 、 に 発 表 の た め U  S  A を 訪 問 。
] 9 8 5 年 1 2 円 : 高 雄 の 海 洋 研 究 所 で 講 演 の た め 台 湾 を 訪 n 打 。 こ の 際 台 湾 の 大 学 、 研 究 所 を 訪 問 。
1 9 8 6 年 8 月 : プ グ ペ ス ト で 開 催 さ れ た 国 際 癌 学 会 て ワ ー ク シ , ソ プ に 参 加 発 表 の た め ハ ン ガ
リ ー を 訪 問 。 そ の 他 オ ー ス ト リ フ 、 ブ ラ ン ス で 火 学 、 研 究 所 を 訪 問 。
1 9 8 6 年 1 0 月 : ア ル ガ ル ぺ で B 剛 崔 さ れ た  I  L  S  1 主 催 の 国 際 栄 養 学 シ ン 求 ジ ウ ム で 発 表 の た め
ポ ル ト カ リ レ を 訪 問 。 こ の 際 飛 ル ト カ リ レ な 場 び に ス ペ イ ン の 大 学 、 研 究 所 を 訪 問 。
1 9 8 7 年 6  打 : ベ ル サ イ ニ て 開 催 さ れ ナ こ 国 際 無 菌 生 物 . ノ ー ト バ イ オ ロ ジ ー 学 会 で 発 表 の た め 、
フ ラ ン ス を 訪 問 。 こ の 際 、 ブ ラ ン ス 、 ハ ソ ガ リ ー 、 オ ー ス  1 、 り ア の 大 学 、 研 究 所 を 劼 問 。
] 9 釘 年 8 月 : ソ ウ ル で 開 催 さ れ た 太 平 洋 科 学 会 議 に 発 表 の た め 韓 国 を 訪 問 、 こ の 際 、 輯 国 の
大 学 、 研 究 所 を 訪 問 。
】 9 即 午  1 月 : ソ ウ ル で 開 催 さ れ る 国 際 栄 養 学 会 で の ワ ー ク シ , , プ の 打 ち 合 せ で 韓 国 を 訪 「 1 ヨ 。
1 9 即 年 8 月 : ソ ウ ル で 開 催 さ れ た 国 際 栄 養 学 会 . ワ ー ク シ , * プ で 発 表 の 大 め 、 韓 圃 ソ ウ ル
を 訪 問 。
] 9 諦 年 1 0 月 : 済 州 大 学 で の ソ ン ポ ジ ウ ム に 招 待 さ れ 、 発 衣 の た め 韓 国 を 劼 問 。
] 9 9 0 年 6 月 : プ ダ ペ ス ト で 開 催 さ れ た 国 際 微 量 元 素 シ ソ 飛 ジ ウ ム に 副 会 長 占 し て 、 ま た 発 表
の た め ハ ソ ガ リ ー を 訪 問 。 ま た プ ラ ハ で 併 Ⅱ 崔 さ れ た フ ラ ン ス . チ ェ コ ス ロ バ キ フ 合 同 神 経 生
理 学 会 で 発 表 、 ナ る た め 、 チ 土 コ ス ロ バ キ ア を 訪 問 、 ま た パ リ で 大 学 、 研 究 所 を 訪 問 。
1 9 9 0 年 1 0 河 . シ ン リ ー 島 で 開 催 さ れ た 1 羽 際 ら ま 味 シ ン 求 ジ ウ 1 、 に 招 行 発 表 の た め イ タ リ ー を
劼 n 打 。 こ の 際 、 イ タ リ ー の 大 学 、 研 究 所 を 訪 問 。
1 9 9 1 年 6 月 . ソ ウ ル で 開 催 さ れ た 韓 国 食 文 化 学 会 で 特 別 講 演 の た め 韓 国 訪 問 。
】 9 9 ] 年 8  打 . ソ 連 科 学 ア カ テ ミ ー シ ベ り ア 支 割 効 、 ら の 招 待 で シ ベ り ア 地 区 の 大 学 、 研 究 所 を
訪 問 。
] 9 9 2 年 8 月 : ロ シ ア ア カ デ ミ ー シ ベ り ア 支 部 と の 国 際 交 流 協 定 締 結 な ら び に 大 学 、 研 究 所 と
の 学 術 交 流 の た め 訪 問 。
1 9 兜 午 8 月 : プ タ ペ ス ト に お し て 、 徴 量 元 素 国 際 ソ ソ ポ ジ ウ ム に 副 会 長 と し て 、 ま た 発 表 の
た め ハ ン ガ リ ー 農 科 ・ 食 品 工 科 大 学 を 討 j 問 。 ま た 、 プ ラ ハ 市 に あ る チ 出 コ ス ロ バ キ ア 国 立 運
動 生 理 研 究 所 て 研 究 打 ち 合 せ の た め 、 チ ェ コ ス ロ バ キ フ 国 を 訪 問 。
バ ハ マ の ナ , ソ ウ 市 で 開 催 さ れ る I L S 1 の 専 門 家 に よ る 学 術 会 議 に 出 席 の た め ナ , ソ ウ 市
を 訪 問 。
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D パソトテソ酸の生理作用
有1」_1恒,木村修一(分担:日本ビタミソ学会編)
「ビタミソ学の進歩第5集」(日本ビタミソ学会干山 a963)
「子ど、と親の食生活百利・」木村修一,日比逸郎共編著
(岩波書店) a965)
パソトテソ酸の生理作用・欠乏症
木村修・ー(分担:Π本ビタミソ学会編)
「新ビタミソ学」(日本ビタミソ学会例D a969)
「栄養化学」
木村修・ー(分担朝倉1"店) a973)
「食物の機能と生態」
木村修一(分担同文書院) a974)
「現代人の栄養学」(中公新吉)
木村修・一著(中央公論社) a976)
食物中に含まれる有毒成分の毒性発現と食物摂取条件
「中毒学と栄養学一その方法論的接点」
木村修一ら(分担鈴木継美ら編)(篠原出版) a978)
円寺間生物学」
木村修・ー(分担朝倉吉店)(1978)
人間・たべ、の・文化木村修一(共著)
(平凡社) a980)
必須脂肪酸の生化学と生理作用木村修・ー(分担ビタミソ学会編)
「ヒタミン学(1)」(東京化学同ノ゛(1980)
「食塩一減塩から適塩へ」
木村修一共編著(女子栄養大学出版部)(毎日出版文化賞受賞) a98D
「栄養学総論」木村修一,山口迪夫共編著
(同文書院) a983)
Conventiona1および Germ-free マウスの消化管の機能と形態に及ぼすDietary
Fiberの影響
木村修一,印南敏,井上五郎ら編
「食物繊維食品学・栄養学的アプローチ」(篠原出版)(1983)
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21 4  ) 食 に 関 す る こ と ぱ 木 村 修 一 ( 分 担 石 毛 直 道 , 柴 田 武 編 )
「 食 の こ と ぱ 」 ( ド メ ス 出 版 ) ( 1 9 8 3 )
「 実 験 動 物 学 ラ , 1 、 」 木 村 修 一 ( 分 扣 . )
( 講 談 ネ ■  a 9 8 4 )
飢 え の 時 代 一 栄 養 学 志 向 の 原 点 木 村 修 一 ( 分 扣 . : 未 来 社 編 集 部 編 )
「 ト 代 に 何 を 食 べ た か 」 ( 未 来 ネ 十 )  a 9 8 4 )
食 生 活 へ の 期 待 一 栄 養 学 か ら 木 村 修 ・ 一 紛 リ 旦 : 川 登 編 )
「 生 活 学 へ の ア プ 戸 ー チ 」 ひ 、 メ ス 出 版 )  a 9 8 4 )
「 食 生 活 論 」 木 村 修 一 , 山 口 迪 夫 共 編
( 同 文 書 院 ) ( 1 9 8 6 )
私 の 食 文 化 論 木 村 修 一 ( 分 担 . 食 べ も の 文 化 研 究 会 編 )
「 食 文 化 へ の 提 言 ( 1 ) 」 ( 芽 ぱ え 社 ) ( 1 9 8 6 )
「 非 栄 養 素 と 生 休 機 能 」 木 村 修 一 ( 分 担 )
( 光 生 館 )  a 9 8 7 )
食 行 動 パ タ ー ソ の 形 成 木 村 修 一 ( 分 担 : 豊 川 裕 之 , 石 毛 直 道 編 )
「 食 と か ら だ 」 ( ト ' メ ス 出 版 )  a 9 8 7 )
「 新 栄 養 学 」 内 藤 博 , 杉 本 悦 郎 , 木 村 修 ・ ー ら ( 共 著 )
( 朝 倉 吉 店 ) ( 1 9 8 7 )
成 長 に 関 す る 因 子 と し て の 栄 養 木 村 修 一 ( 分 担 猪 貴 義 ら 編 )
「 動 物 の 成 長 と 発 育 」 ( 朝 倉 吉 店 )  a 9 8 7 )
「 微 量 元 素 と 生 休 」
木 村 修 一 , 左 右 田 健 次 ( 共 編 砦 秀 潤 社 ) ( 1 9 8 7 )
「 最 新 栄 養 学 一 専 門 領 域 の 最 新 沽 報 」 ( 第 斜 仮 )
木 村 修 一 , 小 原 哲 二 郎 ( 翻 訳 監 修 建 帛 礼 )  a 9 8 7 )
「 う ま 味 」 木 村 修 一 , 河 村 洋 _ 二 郎 共 編 著
( 女 子 栄 養 大 学 出 版 部 )  a 9 8 7 )
栄 養 素 と し て の 微 量 元 素
木 村 修 一 ( 分 扣 . : 第 2  回 「 大 学 と 科 学 』 公 開 シ ソ ポ ジ ウ ム 組 織 委 員 会 編 ) 「 食
糧 と バ イ オ サ イ ェ ソ ス 」 伸 冴 日 出 版 ) ( 1 9 8 8 )
高 血 汗 の 発 症 に 船 け る 食 餌 成 分 の 関 与 木 村 修 ・ ー ( 分 担 : 文 部 省 特 定 研 究 )
「 食 品 機 能 の 系 統 的 解 析 と 展 開 研 究 報 告 」  a 9 8 8 )
栄 養 学 か ら み 光 調 理 学 木 村 修 一 ( 分 担 松 元 文 子 編 )
「 2 0 0 1 年 の 調 理 学 」 ( 光 生 館 )  a 9 8 8 )
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30)高血圧防止と食品成分木村修一(分担工業技術会編)
「機能性食品素材'・食品由来の生理活性物質等における研究と開発」
(工業技術会)(]989)
パントテソ酸関連化介物木村修一,古川勇次,日木ビタミソ学会編「ビタξン
ハソドプック 3 ビタミソ分析法」 a989)
栄養と健廉木村修一(分担:近畿化学会協会編)
「いのちと暮しのケξ・ストーリー」(化学同人社)(1989)
(H刊工業新聞「技術・科学図譜文化賞」の優秀賞受賞)
Trace elements in cancer diagnosis,
S. Kimura, K.1Wai, K. saitoh, M. KawamuTa, T.1do, R.1Wata, K
Ishiwata and M. Kameyama
Trace Elements in clinical Medidne ln :(H. Tomita, ed.),
Springer-verlag, Tokyo (1990)
フェオフ,ルバイド関連物質による癌の診断と治療
木村修・ー(分担近藤元治賠修)
「フリーラジカルの臨床 4」(日本医学館) a990)
乳栖不耐症と乳・乳製品の消化能
木村修一,和仁晧明(監訳雪印乳業株式会朴健康生がi研究所) U990)
「最新栄養学・・専門3印或の最新情報」(第6版)
木村修一,小林修平(翻訳監修建帛朴) a991)
食べるとしうこと木太n参一{分担日本保健医療行動科学会縮}
「「食」をめぐる保健行動」(メヂカルプレンド社)(1四1)
斬光化学治療とレーザーサーミプ A, B 木村修一'(分担小煕ゾ＼・ヒ則硫吊)「癌冶
療におけるレーザー医学」(迭学図古)(1991)
栄養学からみた食品成分の不可思議
木村修・ー(分担日木食品工業倶楽部編)
「食品の栄養と生体機能」 a99D
「食の新視点」木村修一著
(牧羊社) a992)
「食生活の設計と文化」人村修一(共編茗日本家政学会編)
家政学シリーズ8 姉"倉書店) a的2)
「食品の加工と栄養科学」
木村修一(分担朝倉古店)
「食と味覚」木村修一
31)
32)
33)
43)
34)
35)
36)
3
37)
38)
39)
4山
4D
42)
4① 加 令 に 関 す る 研 究
< そ の 1 > 脛 充 生 過 程 を 含 む 幼 児 期 に お け る ヒ タ ミ ソ の 役 割
D  S .  K i m u r a  a n d  H .  A r i y a m a  :  o n  t h e  n u t r i t i v e  s t u d i e s  o f  p a n t o t h e n i c
a n t i m e t a b o l i t e s  n .  E 丘 e c t  o f  o m e g a - m e t h y l  p a n t o t h e n i c  a c i d
d e v e l o p m e n t  o f  t h e  c h i c k  e m b r y o .  T o h o k u  J .  A g r .  R e s . , 1 0 , 2 3 7 - 2 4 0
2 )  S .  K i m u r a  a n d  H .  A r i y a m a  :  T a ' a t o g e n i c  e 丘 e c t s  o f  p a n t o t h e n i c  a c i d  a n t a g o
n i s t s  o n  a n i m a l  e m b r y o s .  J .  v i t a m i n 0 1 . , フ , 2 3 1 - 2 3 6  ( 1 9 6 D
3 ) 木 村 修 一 , 安 保 智 子 , 小 柳 達 男 , 有 山 恒 . ビ タ ミ ソ E 欠 乏 の マ ウ ス 生 舶
機 能 に お よ ぼ す 影 響 3 4 , 8 - 1 3  a 9 6 6 )
ビ タ ミ ソ
4 ) 山 田 正 二 , 横 山 泰 子 , 人 村 修 一 : シ ロ ネ ズ ミ の ビ タ ミ ソ B U 吸 収 に お け る
内 丙 子 の 生 理 的 意 義 に つ し て ( 1 ) 幼 お よ び 成 熟 シ ロ ネ ズ ミ に お け る 小 腸 半 胡 女 ホ
モ ジ ネ ー ト に よ る ビ タ ミ ソ  B 謡 吸 着 の 比 較 . ビ タ ミ ソ  4 2 , 1 6 5 - 1 7 0  a 9 7 田
3 ) 小 1 _ U  恵 子 , 木 村 修 ・ ー : 老 若 動 物 に お け る 赤 血 球 の 態 度 と
ビ タ ミ ン E の 影 響 ( 1 )
溶 血 反 応 お よ び 血 奬 T B A 値 に 及 ぼ す 加 令 の 影 響 と ビ タ ミン E の 効 果
ビ タ ミ ソ
4 2 , 2 7 1  2 7 4  a 9 7 田
文
6 )
小 1 1 1  恵 子 , 人 村 修 一 ー . 老 若 動 物 に お け る 赤 血 球 の 態 度 と ビ タ ミ ン E の 影 糾 ( Ⅱ )
赤 Ⅲ 伐 楜 萸 脂 T 朝 旨 肪 酸 組 成 の 加 令 的 変 化 . ビ タ ミ ソ 心 , 玲 一 1 6  a 9 7 D
フ )
小 山 恵 子 , 木 村 修 一 . 老 若 動 物 に お け る 方 Ⅷ Π 球 の 態 度 と
加 令 に お け る 赤 血 球 膜 脂 質 脂 肪 酸 と ビ タ ミ ン E の 効 果
] 0 3  a 9 7 D
8 )
大 堀 均 , 木 村 修 一 , 小 柳 達 男 : 加 令 船 よ び ,
ズ ミ 皮 膚 ム コ 多 糖 類 の 変 化 . 栄 養 と 食 糧 , 2 4 , 2 7 9
正 二 , 堀 尾
オ 、 村 修 ・ ー
三 ノ 、 、
山 田
ン ロ 不 ス
酬 り ,
の 生 理 的 意 義 に つ し て ( Ⅱ ) 小 腸 半 " 莫 ホ モ ジ ネ ー
長 期 に お け る 変 化 . ビ タ
ソ
a c i d  b y
t h eO n
a 9 5 9 )
の
ビ タ ミ ソ E の 影 智 ゛ ( Ⅲ )
ビ タ ミ ソ  4 3 ,  1 0 0
t h e
a n d
" , 2 1 8 - 2 2 4  a 9 7 D
1 0 )
S .  Y a m a d a ,  Y .  Y o k o y a m a  a n d  s .  K i m u r a  :  c o m p a r a t i v e  s t u d i e s  o n
a d s o r p t i o n  o f  v i t a m i n  B 1 2  t o  i n t e s t i n a l  m u c o s a  h o m o g e n a t e  o f  a d u l t
U n w e a n e d  r a t s .  T o h o k u  J .  E X P .  M e d . , 1 0 4 , 2 1 5 2 2 3  a 9 7 1 )
ビ タ ミ ン A 欠 乏 に よ る シ ロ ネ
2 8 3  a 9 7 D
の ビ タ ミ ソ  B 1 2  に お け る 内 因 子
凡 こ よ る ビ タ ミ γ  B 1 2  吸 着 の 成
C h a n g e  o f  t h e
h o m o g e n a t e  i n
S y s e m  f o r  t h e  a d s o r p t i o n
g r o w g  r a t s .  T o h o k u  J
I D
S .  Y a m a d a ,  S .  H o r i o  a n d  s .  K i u r a
O f  v i t a m i n  B 1 2  t o  i n t e s t i n l  m u c o s a
E X P .  M e d . , 1 0 6 , 3 6 3 - 3 7 1 8  a 9 7 2 )
?
? ?
、 、 、
12) S. Yamada and s. Kimura : E丘ects of intrinsic factor on the adsorption of
Vitamin B12 加 organs other than intestine D.1ntrinsic factor・mediated vitamin
B12 adsorption to kidney and p]acenta. Tohoku J. Agr, Res.,24,]02-
108 (1973)
13) S. Yamada and s. Kimura : Transport of oraⅡy administered vitamin B12 to
embryo and placenta in vivo and intrinsic factor dependent vital〕〕in B12
adsorption to placenta in vitro at various stages of gestation m rats. Tohoku
J. Agr. Res.,24,145-]50 (1973)
14)大堀均,藤崎忠男,佐々木和子,木村修・ーソ扣齢およびヒタミンA欠乏に
よる白ネズミ皮膚ならび尾朧コラーゲソの変化(第 2報).栄養と食樹,26,]09 U2
a973)
15)竹久文之,木村修一.新生仔の生存における必須脂肪酸の役割ビタミン,
51,261-266 a97フ)
16)竹久文之,人村修一え生殖機能におけるりノレソ酸の必須性ビタ ソ
263 269 a978)
17) Y. Takahashi, H. shit田'a, K. urano and s.1くimura : vitamin E and lipopro[ein
Ievels in tl〕e sa'a of pregnant women. J. Nutr. sci. vitamin01.,2斗, 47]・・
476 (1978)
<その2>加令変化におよぽす摂食バターンの影響
1) A. Koga and s.1くimura : The inauence of feeding patterns on ule groWⅡ〕 of
rat. EXP. Anim.,26,247-253 (197フ)
2) A. Koga and s. Kimura :1nauence of restricted diet on epitheHal renewal and
maれlration in the mice jejunum. J. Nutr. sd. vitamin01.,24,323-329 a978)
3) M. Komai and s、 Kimura : E丘ects of restricted diet and intestina1 丑ω'a on the
Iife span of smaⅡ intestine epitheljal ceⅡS in mice. J. Nutr. sd. vitan〕ino].,25,
辞一94 a979)
4) A. Koga and s. Kimura :1nfluence of restricted diet on the ceⅡ renewal of the
mouse sma11intestine. J. Nutr. sd. vitamin01.,25,265-267 (197田
5) A. Koga and s. Kimura :1nfluence of restricted diet on the ceⅡ Cyde in tl)e
Crypt of mouse samⅡ intestine. J. Nutr. sci. vitamin01.,26,33-38 a980)
6) M. Komai and s. Kim山'a : Gastrointestinal responses to gradedlevels of
CeⅡUlose feeding in conventional and germ-free mice. J. Nutr. sci. vitamin01.,
26,389-399 a980).
?
、、、
6フ )
M .  T s u j i k a w a
a d ゆ O s e  t i s s u e
8 )
M .  K o m a i ,  F .  T a k e h i s a  a n d  s .  K i m u r a
e p i t h e l i a l  c e 1 1 ] d n e t i c s  o f  g e r m - f r e e  a n d
2 5 5 - 2 田  a 9 8 2 )
a n d  s .  K i m u r a  :  E 丘 e c t  o f  e a r l y  { e e d i n g  o n  c e Ⅱ U l a r i t y  o f  r a t
J .  N u t r .  s d .  v i t a m i n 0 1 . , 2 6 , 4 7 5 - 4 8 2  a 9 8 の
山
K .  H i s h i n u m a ,  T .  N i s h i m u r a ,  A .  K o n n o ,  Y .  H a s h i m o t o  a n d  s .  K i m u r a  :  T h e
e 丘 e c t  o f  d i e t a r y  r e s t r i c t i o n  o n  m o u s e  T  c e Ⅱ  f u n c t i o n s . 1 m m u n 0 1 0 部  L e 仕 e r s ,
1 7 , 3 5 1 - 3 5 6  ( 1 9 8 8 )
1 山
K .  H i s i n u m a ,  A .  H o s o n o ,  S .  M a s h i k o ,  H . 1 n a b a  a n d  s .  K i m u r a  t  D i e t a r y
P e r i t o n e a ]
a u g m e n t s  s u p a ' o x i d e  g e n e r a t i o n  l n
r e s t n c t l
I n o u s e
O n
m a c r o p h a g e s : a n  i n v e s t i g a t i o n  u s i n g  a  c h e m i l u m i n e s c e n c e  p r o b e  s p e c i f i c  { o r
S u p e r o x i d e  a n i o n . 1 n t e r n a t .  J .  v i t .  N u t r .  R e s . , 5 9 , 3 1 4 3 1 8  a 9 8 9 )
I D
E 丘 e d  o f d i e t a r y  丘 b e r  o n  i n t e s t i n a l
C o n v e n t i o n a l m i c e .  N u t r .  R e p . 1 n t . , 2 6 ,
K .  H i s h i n u m a ,  A .  H o s o n o ,  S '  M a s h i k o ,  H . 1 n a b a  a n d  s .  K i m u r a  : 1 d e n t i f i c a t i o n
O f  d i s t i n c t  p a t h w a y s  f o r  s u p e r o x i d e  g e n e r a t i o n  i n  m o u s e  m a c r o p h a g e s
a n
i n v e s t i g a t i o n  u s i n g  a  c h e m i l u m i n e s c e n c e  p r o b e  s p e c i f i c  f o r  s u p e r o x i d e  a n i o n
A g r i c .  B i 0 1 .  c h e m . , 5 3 , 1 4 5 3 ・ ・ 1 4 5 5  ( 1 9 8 9 )
1 2 )
K .  H i s i n u m a  a n d  s .  K i m u T a  :  D i e t a r y  R e s t r i c t i o n  i n d u c e s  m i c r o c y t i c  c h a n g e
a n d  s h o r t e n e d  l i f e  s p a n  o f  e r y t h r o c y t e s  w i t h o u t  a n e m i a  i n  m i c e . 1 n t e r n a t .  J
V i t .  N u t r .  R e s . , 5 9 , 4 0 6 - 4 1 2  ( 1 9 8 9 )
1 3 )
K .  H i s i n u m a ,  A .  H o s o n o ,  S .  M a s h i 1 ξ 0 ,  H . 1 n a b a  a n d  s .  K i m u r a  :  A u g m e n t a t i o n
O f  s  u p e r o x i d e  g e n e r a t i o n  i n  p h a g o c y t o s i n g  m u r i n e  p e r i t o n e a l  m a c r o p h a g e s  b y
d i e t a r y  r e s t r i c t i o n . 1 n t e m a t .  J .  v i t .  N u t r .  R e s . , 6 0 , 9 5 - 9 9  a 9 8 9 )
1 4 )
1 < .  H i s i n u m a ,  A .  H o s o n o ,  S .  M a s h i k o ,  S .  K i m u r a  a n d  H 、  1 n a b a  :  M e c l 〕 a n i s m s
O f  s u p e T o x i d e  g e n e r a t i o n  i n  m o u s e  p e r i t o n e a l  e x u d a t e  m a c r o p h a g e s .  p h o t o m e d
P h o t o b i 0 1 、 , 1 1 , 1 3 3 - 1 3 9  ( 1 9 8 9 )
]  5 ) K .  H i s i n u m a ,  A .  H o s o n o ,  S .  M a s h i k o ,  H . 1 n a b a  a n d  s .  K i m U 捻 :  G l y c o l y t i c
i n h i b i t o r  f a i l e d  t o  i n h i b i t  s u p e r o x i d e  g e n e r a t i o n  i n  m o u s e  m a c r o p h a g e s
a n
i n v e s t i g  a t i o n  u s i n g  a  c h e m i l u m i n e s c e n c e  p r o b e  s p e c i f i c  f o r  s u p e r o x i d e  a n i o n ,
A g r i c . B i 0 1 . c h e m . , 5 3 , 1 1 8 9 - 1 ] 9 1  a 9 8 9 )
16)Y. wako, K. SUZU]d, A.1Sobe and s. Kimura :1ncreased hex01くinase act1Ⅵty
in fetuses of rats developed under maternal hyperglycenlia、 Tohoku J. EXP
Med.159,139-145 (1989),
K. Hisinuma, T. Nisimura, A. Konno, Y. Hashimoto and s. Kitnura
functions by dietary restrlctlonAugmentation 01 anInouse 11nlnune
investigation up to l year of age. Ann. Nutr. Metab.,34,76-84 a99の
K. Hishinuma and s. Kimura : sign迂icant calcium accumulation in h'agile
erythrocytes by dietary restriction in mice.1nternat. J. vit. NutT. Res.,60・ 372
-378 (1{"川)
K. Hishinuma and s. Kimura : Dietary restriction augments erythropoies in
mice.1nternat. J. vit. Nutr. Res.,60.379-382 a99の
E丘ects ofK. Hishinuma, A. Hosono, H.1naba and s. Kimura
intraperitoneaⅡy administered dietary fibers on superoxlde Generation from
Peritoneal exudate macrophages in mice.1nternal. J. V北. Nutr. Res.,60・ 288-
2船(1990).
Inttapentonea11yInabaK. Hishinuma, A. Hosono, S.1くimura and H.
β一cydodexttin augmetadministered ce11Ulose, pectin, chi osan,α一and
macrophages inSuperoxide generalion fTom peritoneal exudaten〕1Ce
Photomed. photobi01.]2.189-196 (199山,
A. Konno, K. Hishinuma, Y. Hashimoto, S. Kimura and T. Nishimura
Dietal・y restriction reduces the incidence of 3-methy lcholanthreneinduced
tumors in mice:dose correlation with its potentiating e丘ect of host l ceⅡ
functions. cancer lmmun01 1mmunother.33,293-298 (1991)
菱沼宏哉,細野朗,稲葉文男,木村修一:腹腔内に投テされたキトサンやβ
サイク戸デキストリソによるマウス腹}控マク P フ,ージのスーパーオキサイド産
生能増強効果.炎症11.225-230 a99D.
17)
23)
18)
1山
2山
21)
22)
7
8② ビ タ ミ ン に 関 す る 栄 養 生 理 学 的 研 究
< そ の ] > パ ソ ト テ ソ 酸 , ニ コ チ ン 酸 ,  B 1 2 , ビ オ チ ソ
D  S . 1 く i m u r a  a n d  H .  A r i y a m a  :  o n  t h e  n u t r i t i v e  s t u d i e s  o f  p a n t o t h e n i c a c i d  b y
a n y i m e t a b o l i t e s  l .  p a n t o t h e n i c  a c i d  d e f i d e n c y  p r o d u c e d  b y  o m e g a - m e t h y l
P a n t o t l 〕 e n i c  a c i d  i n  m i c e .  T o h o R U  J .  A g r .  R e s . , 1 0 , 1 2 9 - 1 3 5  a 9 5 9 )
2 )
H .  A r i y a m a  a n d  s
V i t a n ] i n 0 1 . , 6 , 5 2  - 6 1
3 )
S .  K i m u r a  a n d  H .  A r i y a m a  :  o n  t h e  n u t r i t i v e  s t u d i e s  o f  p a n t o u 〕 e n i c  a c i d  b y
a n t i m e t a b o l i t e S  1 1 1 .  p a n t o t h e n i c  a c i d  d e 丘 i c i e n c y  p r o d u c e d  b y  o m e g a - m e t h y l
P a n t o t h e n i c  a c i d  i n  r a t s .  T o h o R U  J .  A g r ,  R e s . , B , 3 9 7 - 4 0 5  a 9 6 2 )
S .  K i m u r a  a n d  H .  A r i y a m a  : 1 n a u e n c e  o f  p a n t o t h e n i c  a d d  a n a l o u e s  u p o n  t h e
g e r m i n a t i o n  o f  h i g h e r  p l a n t s .  J .  v i t a m i n 0 1 . , 9 , 9  1 6  a 9 6 3 )
S . 1 く i m u r a  a n d  H .  A r i y a m a  :  B i 0 1 0 g i c a l  a c t i v i t i e s  o f  p a n t o t h e n i c  a c i d  a n a l o g u e s
S a c c h a r o m y c e s  s a k e  a n d  l a c t i c  a c i d  b a c t e r i s .  J .  v i t a m i n 0 1 . , 9 , 2 4 3 ・
O n
2 5 0  ( 1 9 6 3 )
心
K i m u r a
a 9 6 山
3 )
S 加 d i e s
P a n t 0 杜 〕 e n i c  a d d  a n t a g o n i s t s .  J
O n
S .  K i m u r a ,  Y .  F u r u k a w a ,  J .  X 入 l a k a s u g l ,  Y
A n t a g o n i s m  o f  L - ( ー ) - p a n t o t h e n i c  a d d  o n
N u t r .  s c i .  v i t a m i n 0 1 . , 2 6 , 1 1 3  - 1 1 7  a 9 8 の
6 )
S .  K i m u r a  a n d  H .  A T i y a m a  :  s t u d i e s  o n  t h e  g e r m i n a t i o n  r e s p o n s e s  o f  h i g h e r
P l a n t s  t o  w - m e t h y ゆ a n t o t h e n i c  a c i d .  J .  v i t a m i n 0 1 . , 1 4 , 1 2 9  ] 3 3  ( 1 9 6 8 )
Y .  F u r u k a w a  a n d  s . 1 く i m u r a  :  E 丘 e d  o f  p a n t o t h e n i c  a c i d  d e f i c i e n c y  o n  l i p i d
m e t a b o ] i s m  i n  t h e  y e a s t .  J .  v i t a m i n 0 1 . , 1 7 , 2 1 9 - 2 2 4  a 9 7 1 )
山 田 正 二 , 人 村 修 一
コ チ ソ 酸 欠 乏 シ ロ ネ ズ ミ に お け る 内 因 子 と 智 酸
の 分 泌 . ビ タ ミ ソ 4 3 , 2 7  3 1  ( 1 9 7 D
Y .  F u r u k a w a  a n d  s .  K i m u r a  :  E 丘 e c t  o {  p a n t o t h e n i c  a c i d  d e f i c i e n c y  o n  l i p i d
m e t a b o l i s m  i n  y e a s t  1 1 . 1 n a u e n c e  o f  p a n t o t h e n i c  a c i d  d e f i d e n c y  o n  n e u t r a l  f a t s
a n d  p h o s p h o l i p i d s .  J .  v i t a m i n 0 1 , , 1 8 , 2 1 3  2 1 7  ( 1 9 7 2 )
高 橋 伸 子 , 平 Π 田 せ つ , 木 村 修 ・ ー 、 パ ソ ト テ ソ 酸 欠 乏 シ ロ ネ ズ ミ の 組 織 お よ
び 脂 質 代 謁 N こ お よ ほ 司 、 影 響 ( 1 ) . 仙 台 白 百 介 短 期 大 学 紀 要 , 6 , 4 1 - 4 6  a 9 7 8 )
フ )
8 )
9 )
1 の
I D
I s a h i h a r  n d  A .  N a R a y a m a
I i p i d  m e t a b o l i s m  i n  a n i m a l s .  J
、 ? 、
、 、 、
12)局橋伸子,和田せっ,人村修一:パソトテソ酸欠乏のシ0ネズミの釦織お
よび脂質代凾"こおよぼす影讐(Ⅱ).仙台白百合姪期人学紀要,3764 (198山
M. Tsujikawa and s. Kimura : E丘ect of exposure to cold on pantothenic acid
metabolism in rat liver. Toh01くU J. EXP. Med.,133,457-460 a98D
Y. Furukawa, M. saijo, K. Tal〕i and s. Kimura : Bi010gical activity, of L-(ー)
-pantothenic acid on growth of animals, micro01'ganisms and higher p]ants
Tohoku J. Agr, Res.,36,]55 -166 a986)
S. Yamada and s. Kimura : some propa'ties of intrinsis factor-mediated
Vitamin B]2 adsorption to intestinal mucosa holnogenate. Tohoku J. Ag丁. Res.,
23,167・]73 a972)
前橋賢,牧野好夫,古川勇次,大日向村片乍,木卞N多一,佐餘隆夫,断'藤英一.掌
踵膿抱症性関節炎とヒオチソ.診1折と治療,80,125一上川(1四2)
13)
] 4 )
15)
16)
<その 2 >脂溶件ビタミン
D H. shitm・a, K. urano, Y.1akahaS而, S.八laishi and s.1くimura : Relationship
between seruln vitamin E levels and seTum cholesterolin normal adU1ιS in
rural regions ol yamagata prefecture, japan. J. Nutr. sd. vitamin01.,22,10】
}04 a97印
2) Y. Takahashi, K. urano and s. Kimura : vitamin E b血ding proteins in human
Saum. J. Nutr. sci. vitamin01.,23,201-209 (1り7フ)
3) S. sato, S. shimura, T. Hirose, S. Maeda, M. Kawakami, T,、1'akishima and s
KimuTa : E丘ects of ]ong-term ozone expoS山'e and dietω'y vitamin E 血 rats
Tohoku J. EXP. Med.,130,Ⅱ7・・128 a980)
4) K. oba and s. Kimura : E丘ects of vitamin A deficiency on thyroid functjon
and serun〕 thyroxine levels in the rat. J. Nutr. sci. vitanlin01.,26,327・・ 334
(]98山
5)正木恭介,木村修・ー:ラ、,トかん流におけるビタミソAの取り込みと分1必
ヒタミソ59,571-57フ(1985)
6) Y.叉入rako, K. SUZU]d, Y. Goto and s. Kimura : vitam加 A transport in p]asma
diabetic patients. Tohoku J. EXP. Med.,]49,133 N3 a986)
フ) K. Masa]d, Y. wako, T. urano and s. Kimura : purification ol rat
retin01-binding protein using blue sepharose cL-6B. Tohoku J. EXP. Med.,15,
249-257 a986).
9
?
W8 )
N .  A k a z a w a ,  S .  M i k a m i  a n d  s .  K i m u r a  :  E 丘 e c t s  o f  v i t a m i n  E  d e f i c i e n c y  a n d
n o n - b i 0 1 0 g i c a l  a n t i o x i d a n t ( D P P D )  o n  t h e  f u n c t i o n  o f  t h e  p i t u i t a r y g o n a d a l  a x i x
O l  t h e  t a t .  J .  N u t r .  s c i .  v i t a m i n 0 1 . , 3 2 , 4 1 - 5 4  a 9 8 印
N .  A k a z a w a ,  S .  M i k a m i  a n d  s .  K i m u r a  :  E 任 e c t s  o f  v i t a m i n  E  d e f i c i e n c y  o n
t h e  h o r m o n e  s e c r e t i o n  o f  t h e  p i t u i t a r y - g o n a d a l  a x i s o f  t h e  r a t .  T o h o k u  J .  E X P
M e d . , 1 5 2 , 2 2 1  2 2 9  ( 1 9 8 7 ),
M .  K o m a i ,  H .  s h i r a k a w a  a n d  s .  K i m u r a  :  N e w l y  d e v e l o p e d  m o d e l f o r  v i t a m i n
K  d e 丘 C i e n c y  i n  g e r m h e e  m i c e . 1 n t e r n a t .  J . v i t . N u t r . R e s . , 5 8 , 5 5 - 5 9  ( 1 9 8 8 )
駒 井 三 千 , ξ , 白 川 仁 , 佐 藤 斉 , 木 村 修 一 : 真 性 の ビ タ ミ ソ K 欠 乏 マ ウ ス の 作
1 " と そ の メ ナ キ ソ 類 の 剰 J 態 研 究 へ の 応 用 . ビ タ ミ ソ 5 ・ 6 , 2 2 9  2 4 2  a 9 8 9 )
H .  s h i r a k a w a ,  M .  K o m a i  a n d  s .  K i m u r a  :  A n t i b i o t i c - i n d u c e d  v i t a m i n  K
d e f i d e n c y  a n d  t h e  r o l e  o f  t h e  p r e s e n c e  o f  i n t e s t i n a l  a o r a . 1 n t e r n a l . J . v i t . N u t r
R e s . 6 0 . 2 4 5 ・ ・ 2 5 1  a 9 9 0 )
」
佐 藤 斉 , 駒 井 " 千 夫 , 木 村 修 一 , 白 川 仁 : マ ウ ス に お け る ビ タ ミ ソ K 1 か ら メ ナ キ
ノ ソ ー  4 へ の 生 休 内 変 換 . ビ タ ミ ソ K の 生 休 内 動 態 と 代 謝  6 7 ー フ 9  a 明 山
S .  K i m u r a ,  H .  s a t o h ,  a n d  M .  K o m a i :  T h e  r o l e s  o t  i n t e s t i n a l  a o r a  a n d
i n t e s t i n a l  f u n c t i o n  o n  v i t a m i n  K  m e t a b o l i s m .  s y m p o s i u m  v i t a m i n  K . 4 2 5
4 2 8  ( 1 9 9 2 )
9 )
1 0 )
1 4 )
1  1  )
]  2 )
1 3  )
< そ の  3  > ビ タ ミ ン C
D  伊 藤 道 子 , 菅 原 寿 江 , 木 村 修 一 : ス ト レ ス に よ る 過 酸 化 脂 質 生 成 に お よ ぼ す ビ タ
ミ ン C お よ び E の 防 護 効 果 の 検 討 . 過 酸 化 脂 質 研 究  U , 3 4 - 3 7  ( 1 9 8 7 )
2 )  M . 1 t o ,  T .  s u g a w a r a ,  K .  H i s h i n u m a  a n d  s .  K i m Ⅲ ' a  :  E 丘 e d  o f  d i e t a r y  v i t a m i n
C  a n d  v i t a m i n  E  o n  t i s s u e  H p i d  p e r o x i d a t i o n  i n  o D s  r a t s . 1 n :  v i t a m i n  c  a n d
t h e  s c u r v y - p r o n e  o D S  R a t ( T .  F u j i t a ,  e t  a l .  e d . ) ,  E l s e v i e r  s c i e n c e ,
A m s t e r d a m - N e w  Y o t k - o x f o r d .  a 9 9 0 )
3 )  M .  K a w a m u r a ,  K .  s a i t o h ,  K . 1 I v a i ,  S .  K i m u r a  a n d  T . 1 d o  :  T h e  o D s  r a t  w i t h
a s c o r b i c  a d d  d e f i c i e n c y  a s  a  r e n a l - i n a a m e d  a n i m a 1 1 n o d e l . 1 n :  v i t a m i n  c  a n d
t h e  s c u r v y - p r o n e  o D S  R a t  ( T . F u j i t a ,  e t  a l .  e d . ) ,  E l s e v i e r  s d e n c e ,
A m s t e r d a m - N w e  Y o e k - o x f o r d  a 9 9 の
4 )  K . 1 W a i ,  S .  K i m u r a ,  K .  s a i t o h ,  T . 1 d o  a n d  R . 1 W a t a  :  c o m p a r a t i v e
b i o d i s t r i b u t i o n  o f  v a n a d i u m - 4 8  a n d  p h o s p h o r u s - 3 2  i n  w i s t a r  a n d  o D s  r a t s 、
I n :  v i t a m i n  c  a n d  t h e  s c u r v y - p r o n e  o D S  R a t  ( T 、  F u j i t a ,  e t  a l .  e d . ) ,  E l s e v i e r
S d e n c e ,  A m s t e r d a m - N e w  Y o r k - o x f o r d  ( 1 9 9 0 )
、 、 、
5) M. Kawamura, K. saitoh, S. Kimura, K.1Shiwata and Tatsuo ldo : A new
approach for studying the distribution of titanium ascorbate in the ascorbica
dd-de丘Cientr at.1n : vitamin c and the scuNy-prone oDS Rat (T. Fujita,
et al.), Elsevier scince, Amsterdam-New York-oxford (1990)
T.1do, K. Abe, H. Kumagai, S. Kimura and M. Kawamura : Neurochemical
Studies in the brain of the oDs tat.1n : vjtamin c and the scyrvy-prone
ODS Rat (T. Fujita et al, ed.), Elsevier science, Amsterdam-New
York-oxford a99(D
井戸逹雄,熊谷洋紀,阿部・一也,木村修一,中西由季子,川村美笑子: Micro
dialysiSによるラッ阿畄内のアスコルビソ酸(ASA)の測定.微量栄養素研究 7,
147~154 (199の
中西由季子,川村美笑子,井戸逹雄,木村修一. ODSラ,トにおける脳内アスコ
ルビソ酸の定量微量栄養素研究 8,99~104 a明D
6)
フ)
8)
③脂質代謝に関する栄養生理学的研究
D F. Mayer, S. Kimura and J.F. MueⅡer :しゆid metabolism in the larvel and
adult forms of the taperworm spirometra mansonoides. J.Bi01. chem,241,
4224-4232 a966)
2)竹久文之,人村修一:必須脂肪酸に関する研究.ビタξン47,159-163(1973)
3) F. Takehisa and s. Kimura : E丘ect of essentialfatty acid defidency on Hpid
Of skin suTface of rat. J. Nutr. sd. vitamin01.,23,431-437 (197フ)
4) M. Tsujikawa and s. Kimura : changes in lipid synthesis in rat adipose tissue
during development. J. Nutr. sd. vitamin01.,26,367374 (198の
Ⅱ
5) Y. wako and s. Kimura : The e丘ect of essentia] fa杜y add deficiency on
binding of HDL-cholesterolto Hver plasma membrane. Agric. Bi01. CI〕em.,47,
2401-2402 (1983)
Y. FUNkawa, T. Yamamoto, S. KimuTa, H. Hayashi and H. oya : Biosynthesis
Of ]ipids during embryogenesis of Ascar is lumbricoides eggs. Tohoku J. EXP
Med.,147,221-234 (1985)
Y. Kabir, M. Yamaguchi and s. Kimura : E丘ect of shi北ake (Lentinus edodes)
and Maitake(Gτ辻ola frondosa) muSル'ooms on blood pressure and plasma lipids
Of spontaneously hypertensive rats. J. Nutr. sd. vitamin01.,33,341-
346 (]987)
6)
の
8) Y. Kabir, S. Kimura and T. Tamura : Dietary e丘ed of Ganoderma iuddum
mushrooms on blood pressure and lipid levels in spontaneously hypertensive
捻ts (SHR). J. Nutr. sd. vitamin01.,34,433-438 a988)
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9 )
Y .  F u r u k a w a ,  T .  u r a n o ,  H . 1 t o h ,  C .  T a k a h a s h i  a n d  s . 1 く i m u r a  : 1 S o l a t i o n  a n d
P r o p e r t i e s  o f  r a t  p l a s l n a  l e c i t h i n - c h o l e s t e Y o l  a c y l t r a n s f e r a s e .  J .  B i o c h e m . , 1 0 5 ,
9 6 2 - 9 6 7  ( 1 9 8 9 )
M . T .  c h i a n g  s .  K u m u r a  a n d  H .  F u j i m o t o  :  E 丘 e d  o f  d i e t a r y  e i c o s a p e n t a e n o i c
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H .  s u z u k i ,  Y .  K a w a r a b a y a s i ,  J .  K o n d o ,  T .  A b e ,  K .  N i s h Ⅱ ζ a w a ,  S .  K i m u r a ,  T
H a s h i m o t o  a n d  T .  Y a m a m o t o  :  s t r u c t u r e  a n d  r e g u l a t i o n  o f  T a t  l o n g - c h a i n
a c y l - C O A  s y n t h e t a s e .  J .  B i 0 1 0 .  c h e m . , 2 6 5 , 8 6 8 1 - 8 6 8 5  ( 1 9 9 0 )
M . T .  c h i n g  a n d  s . 1 く i m u r a  :  E 丘 e c t  o f  d i e t a r y  p r o t e i n  o n  t h e  p e t o x i d a t i o n  o f
e i c o s a p e n t a e n o i c  a c i d  i n  s t r o k e - p r o n e  s p o n t a n e o u s l y  h y p e r t e n s i v e  r a t s
I n t e r n a t .  J .  v i t .  N u t r .  R e s . , 6 1 , 2 3 0 - 2 4 3  ( 1 9 9 1 )
T . 1 W a t a ,  S .  H o s h i , 1 < .  T s u t s u m i ,  Y .  F u r u k a w a  a n d  s 、  K i m u r a  :  E 丘 e c t  o f
d i e t a r y  s a f a o w e r  p h o s p h o l i p i d  o n  p l a s m a  a n d  Ⅱ V e r  l i p i d s  i n  r a t s  f e d  a
h y p e r c h o l e s t e r o l e m i c  d i e t .  J .  N u t r .  s d .  v i t a m i n 0 1 . , 3 7 , 5 9 1 - 6 0 0  ( 1 9 9 1 )
M . T . c h i a n g . ,  M . 1 . o t o m o . ,  H . 1 t o h . ,  Y .  F u l u k a w a . ,  S . 1 く i m u r a  a n d  H .  F u j i m o t o
E 丘 e c t  o f  t r a n s  f a 杜 y  a d d s  o n  p l a s m a  l i p i d s ,  p l a t e l e t  f u n c t i o n  a n d  s y s t o l i c
b l o o d  p r e s S 山 、 e  i n  s t r o k e - p r o n e  s p o n t a n e o u s l y  h y p e r t e n s i v e  r a t s .  L i p i d s . 2 6 . 4 6
5 2  a 9 9 D
S .  B u d i j a n t o ,  M . 1 t o ,  Y . F u r u k a w a ,  a n d  s .  K i m u r a . :  E 丘 e d  o f  v a r i o u s  d i e t a r y
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T , 1 W a t a ,  F .  T a k e h i s a ,  K .  T s u t s u m i ,  Y .  F U N k a w a  a n d  s .  K i m u r a  :  E 丘 e c t  o f
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1 8 2  ( 1 9 9 2 )
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④食品成分中に存在する生理活性物質
<その 1>食物繊維
D 竹久文之,鈴木徹,木村修一:セルロース摂取の消化管に及ぼす影響.栄
養と食糧,32,187-190 a979)
2)竹久文之,鈴木徹,木村修一:マウスにおける食餌性織維の種類と滞腸時
間.栄養と食糧,33,27-33 (1980)
3) M. Komai and s. Kimura : Effed of dietary fiber on the function of the
alimentary tract in germfree mice. Recent Advances in Germfree Research
373-378 a981)
4) M. Komai and s. Kimura
getmfree and conventional
<その2>その他
D J. suwa, S.1くimura and T. Koyanagi: changes of the radioactive iodie uptake
and in the iodoamino adds pa杜ern ol thyroid in rats in the course of
advancement of iodine deficiency. Tohoku J. EXP. Med.,104,301・・304 q97D
2)礒部明彦,若生豊,木村修一,広井忠夫,島悌盲上紅麹菌産生色素の構造とその
光分解にっして.栄養と食糧,28,207-2]1 a975)
広井忠夫,島悌司,礒部明彦,木村修一:紅麹菌から得られた2種色素の構造に3)
つし、て.栄養と食樹,28,四7-5田 a975)
4) S. Kimura, J. suwa, M.1to and H. sato : Development of malignant goiter by
defated soybean with iodine-hee in rats. Gann,67,763-765 a976)
5)川村美笑子,阿部捷男,平見嘉彦,木村修一:酵素処理したワラビ成分のしーア
スコルビソ酸酸化抑制作用におよぼす影響.栄養と食糧,30,3994船(1俳の
6)川村美笑子,阿部かっ男,平見嘉彦,木村修一:ワラビ精製物の構成成分にっし
て.栄養と食糧,30,如5・・409 a97フ)
フ)広井忠夫,島悌司,鈴木恒夫,月岡本,木村修一:新天然色素生産菌モナスカス
菌に対するモナスコルプリソの栄養生理的役割.栄養と食糧,31,149-154(1978)
8) J. suwa, T. Koyanagi and s. Kimura : studies on soybean tadors which
Produced goiter in rats. J. Nutr. sci. vaitamin01,25.309-315 a979)
E丘ect ol dietary fiber on fecal steroid pr0負les in
mice. Nutr. Rep' 1nt.,36,365-375 a987)
玲
N9 )
川 村 美 笑 子 , 木 村 修 一 . ワ ラ ビ 成 分 お よ ぼ 核 酸 関 連 化 合 物 の し 一 フ ス コ ル ビ ソ 酸
酸 化 抑 制 作 用 , 栄 養 と 食 糧 , 3 2 , 3 6 3 - 3 6 8  ( 1 9 7 9 )
M .  K a w a m u r a  a n d  s .  K i m u r a  :  E 丘 e c t  o f  f a s t i n g  v e r s u s  p a r e n t e r a l  a l i m e n ね t i o n
O n  t h e  r a t  s m a Ⅱ  i n t e s t i n e .  J .  N u t t .  s c i .  v i t a m i n 0 1 . , 2 6 , 5 ] 5 - 5 1 9  ( 1 9 8 の
M .  K a w a m u r a  a n d  s .  K i m u r a  :  T h e  r e s p o n s e  o f  r a t  i n t e s t i n a l  m u c o s a ,
e p i t h e l i a l  c e Ⅱ  r e n e l v a l  a n d  p l a s m a  l i p o p r o t e i n  t o  i n t r a v e o u s  f e e d i n g .  J .  N U 廿
S c i .  v i t a m i n 0 1 . , 2 7 , 3 5 3 - 3 印 ( 1 9 8 D
S .  K i m u r a  a n d  H .  o d a k a  :  E 丘 e c t  o f  d e f a t t e d  s o y b e a n  a n d d  i n t e s t i n a l f l o r a  o n
t h y r o i d  g l a n d  e n l a r g e m e n t  i n  m i c e .  R e c e n t  A d v a n c e s  i n  G e T m f r e e  R e s e a r c h
3 5 5  3 5 9  ( 1 9 8 D
Y .  K a b i r ,  M .  K a w a m u r a ,  T .  i d o ,  T .  F u n a d a ,  M .  N a k a t a  a n d  s .  K i m u r a
B i o d i s t r i b u t i o n  o f 1 4 C - o c t a c o s a n o l  i n  r a t s  a 丘 e r  s e r i a l  d o s e s  a d m i n i s t r a t i o n
C y r i c  A n n u a l .  R e p t . , 3 , 2 ] 9 - 2 2 7  a 9 8 9 )
Y .  K a b i r  a n d  s .  K i m u r a  :  D i e t a r y  m u s h r o o m s  r e d u c e  b l o o d  p r e s s u r e  i n
S p o n t a n e o u s l y  H y p e r t e n s i v e  R a t s  ( S H R ) .  J .  N u t r .  s d .  v i t a m i n 0 1 . , 3 5 , 9 1 -
9 4  a 9 8 9 )
Y .  K a b i r ,  T .  H o s h i n o ,  M .  K o m a i  a n d  s .  K i m u r a  :  H i s t o p a t h 0 1 0 g i c a l  c h a n g e s  i n
S p o n t a n e o u s l y  h y p e r t e n s i v e  r a t s  a 丘 e r  f e e d i n g  o f  s h i i t a k e  ( L e n t i n u s  e d o d e s )
a n d  m a i t a k e  ( G r i f o l a  f r o n d o s a )  m u s h l 、 o o m  d i e t s .  J . c l i n . B i o c h e m . N u t r . , 6 , 1 8 7
- 1 9 3  ( 1 9 8 9 )
S .  K i m u r a  a n d  c .  L e e  :  E 丘 e c t  o f  c a p s a i c i n  o n  b o d y  f a t  d e p o s i t i o n .  D i e t  a n d
O b e s i t y . 2 1 9  2 2 7  a 9 8 9 )
ヤ ル ル ・ カ ヒ ン レ , 木 村 修 一 , 川 村 美 笑 子 , 井 戸 逹 雄 . ラ ッ ト に お け る オ ク タ コ サ
ノ ー ル の 休 内 分 布 と そ の 代 謝 . 微 量 栄 養 素 研 究  7 . 1 3 9 - 1 4 5  a 四 0 )
M . T .  c h i a n g  a n d  s .  K i m 山 ' a  :  E 丘 e c t  o f  d i e t a r y  p r o t e i n  o n  t h e  p e r o x i d a t i o n  o f
e i c o s a p e n t a e n o i c  a c i d  i n  s t r 0 1 く e - p r o n e  s p o n t a n e o u s l y  h y p e r t e n s i v e  r a t s
I n t e r n a t .  J .  v i t .  N u t r .  R e s . , 6 1 , 2 3 0  2 4 3  ( 1 9 9 D
森 松 文 毅 , 木 村 修 一 : 食 肉 タ ソ パ ク 質 酵 素 加 水 分 解 物 の ヲ , ト 血 柴 コ レ ス テ 戸
ル 上 昇 抑 制 効 果 . 日 本 食 品 l f 業 学 会 誌 . 3 9 , 9 . フ 7 0 - フ フ 7  a 的 2 )
1 0 )
1  1  )
1 2 )
1 3  )
1 4 )
1 5 )
1 6 )
1 7 )
1 8 )
1 9 )
⑤フェオフォルバイドに関する研究
<その1>光過敏症発症のメカニズム
D 礒部明彦,木村修一七種と性の違いによる過敏症の発現.栄養と食糧,29,221-224
a976)
2)礒部明彦,木村修・ー:光過敏症に才6よぼす光の程度の影響.栄養と食糧,29,225
227 a976)
3)礒部明彦,木村修一:ヘオホーバイドの血管透過性,溶血試験,セ戸トニン量お
よび血清中再¥素活性におよぼす影響.栄養と食糧,29,497-500 (1976)
4)礒部明彦,加藤純ム,木村修一.光過敏症ラットの心電図所見と血清電解質の変
化、栄養と食糧,29,501-504 a976)
5)礒部明彦,佐々木陸郎,人村修一:ヘオホーバイドによる光過敏症ラ、"トの壮孫哉
学的変化.栄養と食糧,30,99-104 a97フ)
6)木村修一,礒部明彦.フェオホーバイドによる光過敏症成立時における過酸化踊
質の役割.過酸化脂質研究,2,諦 4](1978)
フ)木村修一,古JΠ勇次,商橋勇_ム:フェオホーバイドの光力学作用による溶肌と血
柴中のP元董因子にっして.過酸化脂質研究,3,128-130 (1979)
帰
8)斉寿明,木村修一:プ字オホルメイドによる光力学イ乍用発現上』旨貫過酸化
ミソ,認,288 a979)
9)木村修一,礒部明彦,斉寿明: pheoph0允ide による光線過敏症成立における過酸
化脂質の関与とビタミソによる防護効果.ビタミン,33,543 5帽 a979)
1山木村修一・,礒部明彦,斉力明,佐藤春郎:pheophorbideによる光線過敏症の成
立機序 Ph0加med. photobi01.,1,201-202 (1979)
ID 人村修一,高橋勇二,古川勇次: ph印Phorbide による光〒肥局敏症の成_立機序(そ
の 2 ). photomed. photobi01.,2,93-94 a98の
12)木村修一,高橋勇二: pheophorbide による光線過敏症の成立機序(その 3)
Photomed. ph0加bi01.,3,7374 a98D.
13) S. Kimura and Y. Takahasi: preventive e丘ects of L-ascorbic acid and
Caldum pantothenate against photosensitive actions ind uced by pheophorbide
a and hematopoTphyrin. J. Nutr. sci. vitamon01.,27,521-527 a98D
ビタ
1 6
1 4 )
礒 部 明 彦 , 松 本 仁 , 木 村 修 一 : 効 力 学 的 物 質 に よ る 過 敏 症 成 立 と そ の 物 理 化 学 的
メ カ ニ ズ ム . 群 馬 県 立 女 子 大 学 紀 要 ,  a 9 8 1 )
S .  K i m u r a ,  A . 1 S o b e ,  H .  s a i  a n d  Y .  T a k a h a s i :  L i p i d  p e r o x i d e s  i n  b i 0 1 0 g y  a n d
m e d i d v e  ( K .  Y a g i ,  e d . )  2 4 3 - 2 5 3 ,  A c a d e m i c  p r e s s ,  N e w  Y o r k  ( 1 9 8 2 )
S .  T a k a h a s i ,  S .  s a t o ,  H . 1 t o ,  H . 1 n a b a ,  S .  K i l n u r a ,  T .  A k a i s h i ,  Y .  T a g u c h i  a n d
M .  K a s a i : 上 a s e r - e x c i t e d  p h o t o c h e m i c a l  e 丘 e c t  o n  b i 0 1 0 g i c a l  c e 1 1 S  c o n t a i n i n g
P h e o  p h o r b i d e  a , 1 . G e n e r a t i o n  o f  s i n g i e t  m o l e c u l a r  o x y g e n  a n d  e 丘 e d  o n
C u l t u r e d  c a n c e r  c e Ⅱ S . 日 本 レ ー ザ ー 医 学 会 誌 , 4  a ) , 9 9 - 1 0 0  ( 1 9 8 4 )
K . 1 W a i  a n d  s .  K i m u r a
P h o t o d y n m i c  e 丘 e d  o f  p h e o p h o r b i d e  a
O n
e r y t h r o c y t e  m e m b r a n e  p r o t e i n s .  p h o t o m e d .  p h o t o b i 0 1 . , フ , 2 3 - 2 4 , ( 1 9 8 5 ) 、
木 村 修 一 , 岩 井 邦 久 : フ ェ オ ホ ー , く イ ド の 光 力 学 作 用 に よ る 赤 血 球 膜 タ ソ パ ク 質
成 分 の 変 化 . 必 須 ア ミ ノ 酸 研 究 , 1 0 8 , 1 - 4  a 9 8 5 )
岩 井 邦 久 木 村 修 一 : 赤 血 球 膜 タ ソ パ ク 質 に 及 ぼ す フ ェ オ ホ ー バ イ ド a の 光 力 学
作 用 .  p h o t o m e d .  p h o t o b i 0 1 . , フ , 2 3 - 2 4  ( 1 9 8 5 )
島 元 昌 美 , 佐 藤 俊 一 , 稲 葉 文 男 , 田 口 喜 雄 , 葛 西 森 夫 , 木 村 修 ・ ー :  N d - Y A G レ ー
ザ ー 光 照 身 " こ よ る へ マ ト 飛 ル プ イ リ ソ の 光 化 学 効 果 の 基 礎 的 研 究 第 一 報 . 日 木
レ ー ザ ー 医 学 会 誌 , 5 , 4 4 1 - U 2  a 9 8 5 )
K . 1 W a i  M .  H o r i g o m e  a n d  s .  K i m u r a  :  s t u d i e s  o n  p h o t o d y n a m i c  e 丘 e c t s  o f
P o r p h y r i n s  a n d  p h y c o b i l i n s .  p h o t o m e d .  p h o t o b i 0 1 . , 8 , 2 5 ・ ・ 2 6  a 9 8 6 )
益 子 信 郎 , 佐 藤 俊 一 , 稲 菓 文 男 , 田 口 喜 雄 , 葛 西 森 夫 , 木 村 修 一 :  N d - Y A G レ ー
ザ ー 光 照 射 に よ る フ ェ オ ホ ー バ イ ド a の 光 化 学 効 果 の 基 礎 n 勺 研 究 . 日 本 レ ー ザ ー
医 学 会 誌 , 6 , 1 1 3 - 1 1 6  a 9 8 6 )
岡 崎 秀 , 礒 部 明 彦 , 鹿 野 由 美 子 , 木 村 修 一 ー : プ エ オ ホ ー バ イ ド に よ る べ ソ ッ ピ レ
ソ の 変 異 原 性 担 珠 Ⅲ 乍 用 と 光 照 射 の 影 響 . 栄 養 と 食 糧 , 4 1 , 5 卜 5 4  ( 1 9 8 8 )
1 3 )
1 印
1 7 )
] 8 )
1 9 )
2 山
2 D
2 2 )
2 3 )
< そ の 2 > 光 力 学 作 用 物 質 ク ロ ロ フ ー ル 誘 導 体 の 癌 の 診 断 . 治 療 へ の 応 用
S .  K i m u r a ,  H .  N a k a m u r a ,  K . 1 W a i  a n d  F . 1 n a b a  :  p h e o p h o r b i d e : A s  a  s e n s i t i z e r
O f  p h o t o d y n a m i c  t h e r a p y .  p r o c . 1 4 t h  l n t e r n a t i o n a l  c a n c e r  c o n g r e s s  a 9 8 6 )
K . 1 W a i ,  S .  K i m u r a ,  T . 1 d o  a n d  R . 1 W a t a  :  D e v e l o p m e n t  o f  v - 4 8  V a n a d y l ( 1 V )
- p h e o p h o r b i d e  a s  a  n e w  d i a g n o s t i c  a g e n t  f o r  c a n c e r .  p h o t o m e d .  p h o t o b i 0 1 . , 9 ,
9 ] 一 兜  a 9 8 7 )
D
2 )
3) K.1Wai, Y.1Chihara and s. Kimura : comparison of photodynamic e丘ects and
tumor localization among the derivatives of pheophorbide. ph0加med
Photobi010.10,247-252 (1988),
K.1Wai and s. Kimura : E丘iciency of pheophorbide-dimer in photodynamic
therapy of mouse tumor. J. clin. Biochem. Nutr.,5,145-]53 a988)
K.1Wai, S.1くimura, T.1do and R.1Wata : organ distribution of [48V]
Vanadyl-chlorin e6 Na for tumor imaging. CYRIC Annual Report,207
213 a988)
K.1Wai, Y.1Chihara and s, Kimura : comparison of photodynamic e丘ects and
tumor localization among the derivative of pheophorbide. photomed
Photobi01.,10,247-252 (1988)
K.1Wai, Y.1Chihara, S.1くimura, H, Rai, Y. Akatsuka and K. suzuki
Therapeutic e丘ect of chlorin e6Na as a new photosensitizing agent in
Photodynamic therapy 0壬 mouse tumor. J. CⅡn. Biochem. Nutr.,6, H7ー
125 (1989)
K.1Wai, S. Kimura and T.1do : Mechanism tor localization of pheophorbides
in tumor.1. Biodistribution and subce11Ular distribution ofNC-1abeled
Pheophorbide and chlorin in tumor-bearing mice. cyric.Annual.Rept.,3,203
2H (1989)
K.1Wai, S. Kimura and T.1do : Mechanism for localization ot pheophm'bides
in tumor.Ⅱ. chromatographic analyses ot14 C-1abeled pheophorbide and
Chlorin in tumor. cyricAnnual.Rept.,3,2]2-218 Q989)
Y. Takahasi, T. Miura and s.1くimura : A decrease in serum retinol by in vivo
exposures of rats to ozone.1nternat. J. V北. Nutr. Res.,60,294295 a99の
4)
5)
10)
6)
フ)
8)
9)
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玲I D
微 量 元 素 の 動 態 に 関 す る 研 究
S .  K i m u r a ,  M .  K a w a m u r a ,  K . 1 n o u e ,  K _  1 W a i ,  M .  K o m a i ,  T . 1 d o , 1 < . 1 S h i w a t a
a n d  R . 1 訊 7 a t a  :  N u t r i t i o n a l  m o d 任 i c a t i o n  o f  h ' a c e  e l e m e n t  m e t a b o l i s m .  J o u r n a l  o f
U O E H  9 ( S U P P I . ) , 7 3 - 8 3  ( 1 9 8 7 )
K . 1 W a i ,  S .  K i m u r a ,  K .  s a i t o h ,  T . 1 d o  a n d  R 、  1 W a t a  :  c o m p a r a t i v e  b i o d i s t r i b u t i
O n  o {  v a n a d i u l n - 4 8  a n d  p h o s p h o r u s - 3 2  i n  N v i s t a r  a n d  o D s  r a t s .  C Y R I C
A n n u a l  R e p o r t ,  P P . 2 1 8 - 2 2 1  ( 1 9 8 8 )
岩 井 邦 久 , 人 村 修 一 , 斉 藤 和 子 , 井 戸 達 雄 , 岩 田 錬 : バ ナ ジ ウ ム 化 合 物 の 生 休 内
動 態 . 微 量 栄 養 素 研 究 , 5 , 9 5 - 9 9  ( 1 9 8 8 )
R . 1 W a t a ,  K . 1 W a i , 1 . 1 d o  a n d  s 、  K i m u r a  :  p r e p a r a t i o n  o f  N O - c a T r i e r - A d d e d
4 8 V  q v )  a n d  4 8 V  ( V )  f o r  B i 0 1 0 g i c a l  T r a c e r  u s e .  J . R a d i o a n a l . N u d . c h e m . , 1 3 4 ,
3 船 一 3 0 9  a 9 8 9 )
井 戸 逹 雄 , " _ 1 本 文 美 子 , 岩 田 錬 , 石 渡 喜 一 , 木 村 修 一 , 岩 井 邦 久 , 川 村 美 笑 子
バ ナ ジ ウ ム の 生 体 内 動 態 と 脳 袖 経 へ の 影 縛 . 微 量 栄 養 素 研 究 , 6 , 6 7 7 3  ( 1 9 8 9 )
行 藤 和 子 , 人 村 修 一 , 岩 井 邦 久 , 森 松 文 毅 , 川 村 美 笑 子 , 石 渡 喜 一 , 井 戸 逹 雄
妬 T i - A s c o r b a t e  の 生 休 内 挙 動 ( Ⅱ ) . 微 量 栄 養 素 研 究 . 6 , 5 1 - 5 6  q 9 8 9 )
R . 1 W a t a ,  K . 1 W a i ,  T . 1 d o  a n d  s .  K i m u r a  :  p r e p a r a t i o n  o f  n o  c a r r i e r - a d d e d  帖
V  ( 1 V )  a n d  ' 玲 V  ( V )  f o r  b i 0 1 0 g i c a l t r a c e r  u s e .  J . R a d i o . N u d . c h e m . , 1 3 4 , 3 0 3  3 0 9
a 9 8 9 )
K . 1 W a i ,  T . 1 d o ,  R '  1 W a t a ,  M .  K a w a m u r a  a n d  s .  K i m u r a  :  L o c a l i z i n g  e 丘 i s i e n c y
O f  〔 帖 V 〕  a n a d y 卜 P h e o p h o r b i d e  i n  l n t .  J .  R a d i a t .  A P P I . 1 n s t r u m . 1 6 , 7 8 3 -
7 8 9  a 9 8 9 )
S . 1 く i m u r a ,  K .  s a i t o ,  M .  K a w a m u r a ,  T . 1 d o  a n d  K . 1 S h i w a t 3 : 1 n  v i v o  s t u d i s e  o n
t i t a n i u m - a s c o r d a t e .  p r o c e e d i n g s  o f  4 . 1 n t e r n a t i o n a l  T r a c e  E l e m e n t  s y m p o s i a m 、
3 2 5 - 3 3 2  ( 1 四 の
T . 1 d o ,  F .  Y a m a m o t o ,  R . 1 W a t a , 1 < . 1 S h i w a t a ,  S .  K i m u r a ,  K . 1 W a i  a n d  M
K a w a m u r a  :  B e h a m i o r  o f  v a n a d i u m  i n  a n i m a l  b r a i n .  p r o c e e d i n g s  o f  4
I n t e r n a t i o n a l  T r a c e  E l e m e n t  s y m p o s i u m . 3 3 9 - 3 4 5  ( 1 9 9 の
川 村 美 笑 子 , 井 戸 達 雄 , 木 村 修 一 , 岩 井 邦 久 , 山 本 文 美 子 , 岩 田 錬 : バ ナ ジ ウ ム
の 生 休 内 動 態 と そ の 影 響 .  B i o m e d .  R e s .  T t a c e  E l e m e n t s , 1 , 2 7 1 - 2 7 2  a 9 9 の
2 )
3 )
4 )
5 )
6 )
フ )
8 )
9 )
1 0 )
?
12)K.1Wai, S. Kimura, T.1do and R.1Wata : Tumor uptake of ['1V]
Vanadyl、・chlorine e6 Na as a tumor-imaging agent in tumor-bearing mlce
Nud.Med.Bi01.,]フ.π5-7即(199の
中西由季子,川村美笑子,井戸逹雄,岩田錬,石崎太一,木村修・ー:バナジウム
長期連統投与ラ,トにおける脳内アスコルビソ酸並びにバナジウムの劃が悲
Biomed. Res.1race Elements.2,26] 262 a99D
R,1Wata, M. Kawamura, T.1do and s. Kimura : chromatographic puri丘Cation
Of no-carrier-added magnesium-28 for bi010gical studies.]. Radioanal
Chem.,159,233-237 a992)
赤沢典子,小柳逹男,川村美笑子,木村修一:性ホルモソ分泌およびカロチンの
ソA転換に及ぼす亜鉛不足の影響. Biomed. Res. Trace ElementS 3,165-ビタ
166 (1992)
中西由季子,川村美笑子,井戸達雄,岩田錬,木村修一:バナジウム長期投与か
神羅伝逹物質に及ぼす影響. Biomed. Res. Trace ElementS 3,27フ-278 a992)
川村美笑子,中西由季子,木村修一・,山本文美子,岩田錬,井戸逹雄:中枢神経
にナCしするメナシウムの作用. Biomed. Red. Trace Element 3,107-108 (1992)
M. Kawamura, S. Kimura and T.1do : Distribution of vanadium among blood
Seils in asddians. Biomed. Res. Trace E]ementS 3,303-3H a992)
13)
14)
15)
16)
17)
18)
5)
運動と栄養代謝との関連に関する研究
の肝臓,心臓および骨格筋の総カルニチン含量戸ネズ鈴木止成,木村修・ー
におよぼす運動または絶食の影響.栄養と食糧,386~388 (197山
M. YashiTo and s. Kimura : EHect of voluntary exercise on physi010gical
function and feeding behavior of mice on a 20% casein diet or a l0イ Casein
diet. J . Nutr. sci. vitamin01.,25,23-32 (1979)
M. Yashiro and s.1くimura : E丘ed of the comb加ation of voluntary exerclse
and dietary protein levels on the deposition ol glycogen,1iver and serum lipids
in mice. J. Nutr. sci. vitamin01.,25,213-227 (1979)
Kimura : E丘ect of voluntary exercise and dietal'y proteln
]ipoprotein distributions and Lecithin:cholester01
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K .  K a r a s a w a ,  J .  s u w a  a n d  s . 1 く i m u r a  :  v o l u n t a r y  e x e r c i s e  d u r i n g  p r e g n a n c y
a n d  1 2 C t a t i o n  a n d  i t s  e 丘 e c t  o f  l a c t a t i o n a l  p e r f 0 1 ' m a n c e  i n  m i c e .  J .  N u t r .  s c i
V i t a m i n 0 1 . , 2 7 , 3 3 3  3 3 9  ( 1 9 8 1 ),
屋 代 正 範 , 木 村 修 一 : マ ウ ス に 船 け る 長 期 間 の 摂 取 タ ソ パ ク 質 レ ベ ル お よ ひ
自 由 運 動 の 栄 養 生 理 的 効 果 . 栄 養 と 食 糧 , 3 5 , 3 5 7 - 3 能  a 9 8 2 )
M .  Y a s h i r o  a n d  s .  K i m u r a  :  E f f e d  o f  v o l u n t a r y  e x e r c i s e  a n d  d i e t a y p r o t e i n
I e v e l s  o n  i n c o r p o r a t i o n  o f  1 4 C - 1 e u c i n e  i n t o  p r o t e i n  b y  m i c e  l i v e r  s l i c e s  i n
V i t r o .  T o h o k u  J .  A g r .  R e s . , 3 4 , 2 7 - 3 0  a 9 8 3 )
K .  K a r a s a w a  a n d  s .  K i m u r a  :  E 丘 e c t  o f  v o l u n t a r y  e x e r c i s e  o f  d a m s  o n  t h e
S t a r v a t i o n  r e s i s t a n c e  o f  t h e i r  p u p s  i n  m i c e .  N u t r .  R e p . 1 n t . , 3 5 , 1  4  a 9 8 7 )
K .  K a r a s a w a  a n d  s .  K i m u r a  :  T h e  e 丘 e c t  o f  m a t e r n a l  e x e r c i s e  o n  t h e
d e v e l o p m e n t  o f  d i g e s t i v e  f u n c t i o n  o f  p u p s  w e a n e d  p r e m a t u r e l y  i n  m i c e .  N u t r
R e p . 1 n t . , 3 7 , 8 7 5 - 8 8 3  a 9 8 8 )
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食 塩 嘴 好 , ア ル コ ー ル 疇 好 に 関 す る 研 究
人 村 修 一 , 駒 井 三 千 夫 , 横 向 慶 子 , 鳥 居 邦 夫 . 食 餌 た ん は ' く 質 レ ベ ル お よ び う ま
味 の 食 塩 惜 好 に お よ ぼ す 影 響 .  p r o c e e d i n g s  o f t h e  1 7 t h  J a p a n e s e  s y m p o s i u m  o n
T a s t e  a n d  s m a Ⅱ . 8 5 - 8 8  a 9 8 3 )
横 向 慶 子 , 駒 井 三 千 夫 , 木 村 修 ・ ー : 食 塩 疇 好 に お よ ぼ す た ん ぱ く 質 レ ベ ル お よ び
う ま 味 の 畢 j 響 .  p r o c e e d i n g s  o f  t h e  1 8 t h  J a p a n e s e  s y m p o s i u m  o n  T a s t e  a n d
S m a 1 1 , 1 1 3 - 1 1 6  ( 1 9 8 4 )
S .  K i m u r a ,  Y .  Y o k o m u k a i  a n d  M .  K o m a i : 1 n f l u e n c e  o f  n u t r i t i o n a l  c o n d i t i o n  d n
t h e  p a l a t a b i l i t y  t o  s a l t y  t a s t e  o f  s H R .  J p n .  H e a r t  J . , 2 7 , 6 0 8  a 9 8 6 )
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P I ' o c e e d i n g s  o f  t h e  2 0 t h  J a p a n e s e  s y m p o s i u m  o n  T a s t e  a n d  s m e Ⅱ . 2 2 3 -
2 2 6  ( 1 9 8 6 )
S ,  K i m u r a ,  Y .  Y o k o m u k a i  a n d  M .  K o m a i :  s a l t  c o n s u m p t i o n  a n d  n u t r i t i o n a l
S t a t e  e s p e d a 1 1 y  d i e t a r y  p t o t e i n  l e v e l .  A m .  J .  c l i n .  N u t r , 4 5 , 1 2 7 1 - 1 2 7 6  a 9 8 7 )
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a 四 D
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Distribution of aaatoxin, citrinin, and invading fungal mycelium in rice kernels
inoculated with aspergiHusaavus and penici11ium citrinum. cereal.chem.,66,
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●怖旨治男,長田和実,矢崎廣久,木村修一:糸状菌の産生するカビ毒の変異原性
と極微弱発光との関係につして.栄養と食糧.45,169-173 a992)
F. Morimatsu,1. watanabe, M.1to, M. Komai, Y. Furukawa and s. Kimura
E丘ects of dietary protein source and umami on the palatability 加 Sodium
Chloride in rats. Tohoku J. Agr. Res.,43,55-63 (1992).
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木 村 修 一 : パ ソ ト テ ソ 酸 き 0 抗 物 質 一 欠 乏 症 研 究 へ の 応 用 と そ の 作 用 機 作 一
化 学 と 生 物 , 6 , 1 5 3  1 3 4  a 9 6 8 )
木 村 修 一 : フ = オ ホ ー バ イ ド ー ・ 自 然 界 に お け る 起 源 と そ の 効 力 学 作 用 . 医 学 の
あ ゆ み ,  1 1 2  a 9 8 0 )
木 村 修 一 , 古 川 勇 炊 : ヒ 素 . 化 学 の 領 城 増 刊 , ] 3 7 - 1 4 6  a 9 8 0 )
木 村 修 一 : 食 品 成 分 の 轟 件 発 現 と 栄 養 条 件 の 研 究 . 栄 養 と 食 糧 , 3 5 , 2 4 1 - 2 5 2 ( 1 9 8 2 )
木 村 修 ・ ー : 食 品 由 来 有 害 成 分 の 毒 性 発 現 と そ の 栄 養 条 什 に よ る 修 飾 . 薬 学 雑 誌 ,
1 0 4 , 北 3  4 3 9  a 9 8 4 )
人 キ " 多 一 : フ ェ オ フ ォ ル バ イ ド , 蛋 白 質 核 酸 酵 素 , 3 3 , 1 5 ] - 1 5 8  ( 1 9 8 8 )
人 村 修 ・ ー : 生 体 内 必 須 微 量 元 素 . ぶ ん せ き , 1 , 8 4  ( 1 9 8 8 )
木 村 修 ・ ー : 生 体 内 必 須 微 量 元 素 . ぶ ん せ き , 3 8 - 4 5  a 9 8 9 )
木 村 修 一 : 妊 娠 時 に お け る 母 児 間 の 栄 養 問 題 と 肥 満 . 産 婦 人 科 の 世 界 . 4 1 , 4 3 4 8
a 9 8 9 )
木 村 修 一 , 微 量 元 累 の 栄 養 と 健 康 . 日 本 家 政 学 会 誌 . 4 0 , 5 3 9 - 5 備  a 9 8 9 )
木 村 修 ・ ー : 微 量 元 素 の 必 須 性 , 最 新 医 学 . 4 5 , 8 0 8 一 別 5  a 9 9 の
木 村 修 一 ・ : 食 塩 噌 好 は 食 餌 蛋 白 レ ベ ル に よ  0 て 異 な る . 医 学 の あ ゆ み . 1 5 5 . 4 5 2
a 喫 川 )
S .  K i m u T a ,  M .  K a w a m u r a  a n d  T . 1 d o  :  T h e  u s e f u l n e s s  o f  t h e  o D s  r a t  a s  a n
e x p e r i m e n t a l  a n i m a l  m o d e l  w i t h  a s c o r b i c  a d d  r e q u i r e m e n t . 1 n  :  v i t a m i  c  a n d
t h e  s c u r v y - p r o n e  o D S  R a t  ( T . F u j i t a ,  e t  a l .  e d . ) ,  E l s e v i e r  s c i e n c e ,
A m s t e r d a m - N e w  Y o r k - o x f o T d  a 明 山
木 村 修 一 ・ , 古 川 勇 次 , 前 橋 賢 : 成 長 ・ 発 達 因 子 と し て の ビ オ チ ソ . 代 謝 , 2 7 , 3 1 3 8
a 四 山
木 村 修 一 ・ , 岩 井 邦 久 : 光 増 感 化 学 反 応 を 用 ヤ た 癌 治 療 .  K A R K I N O S . 3 , 1 9 5 - 2 0 4
a 四 の
木 村 修 一 , 岩 井 邦 久 , 井 戸 達 雄 , 稲 場 文 男 : フ ェ オ フ ォ ル バ イ ド 関 速 物 質 に よ る
癌 の 診 断 と 治 療 . フ リ ー ラ ジ カ ル の 臨 床 . 4 , 5 9 - 6 7  a 9 9 0 )
人 村 修 ・ ・ : 健 康 ・ 体 力 → く り 則 団 編 海 藻 . 2 7 9 - 3 1 2  ( 1 9 9 0 )
木 村 修 ・ ー : 癌 の 治 療 " / ブ エ オ フ ォ ル バ イ ド . 活 忰 酸 素 と 発 光 . 1 5 5 - 1 6 2  ( 1 9 9 0 )
木 村 修 ・ ー : 食 物 と 光 皮 1 阿 炎 一 と く に フ ェ オ フ ォ ル バ イ 凡 こ よ る 皮 廟 過 敏 症 発 症 の
メ カ ニ ズ ム に つ し て . 皮 膚  3 3 , 1 1  ( 1 9 9 D
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